
集落ぐるみで法人化！ 
【秋田県大館市立花地区】 

環境に配慮した整備が進む 
【滋賀県木之本町・高月町　木之本南部地区】 

進む品質向上 
【山形県河北町沢畑地区】 

集落みんなで１つの農業法人 
　秋田県大館市の市街地から西に約2
ｋｍ、立花地区は、米代川と長木川が合
流する場所に拓かれた稲作地帯です。
86戸の集落ですが、そのうち49戸が農家。
この集落が注目を集めるようになった
のは2000年2月のこと。ほ場整備にあわ
せ、秋田県初、集落ぐるみで特定農業法
人※「立花ファーム」を立ち上げたのです。 
　整備は約60ｈａ、1997～2001年度に行
われました。ほ場整備が進むなか、生産
調整への対応や大型機械購入への不
安、担い手不足など不安が膨らむばかり
でした。そこから、集落みんなで法人を
つくり、そこで担っていければ……と話
がまとまったといいます。反対者は誰1
人いませんでした。長崎祥悦郎理事長
（67）は話します。 
　「もともと『結』が強い集落です。5つの
班に分かれていて、昔からずっと班ごと
にみんなで農作業して、かかった経費を
反別（面積）で割り、分担してきた集落
なんですよ」 
　土地は10年間契約で、集落の田んぼ
の8割がファームに託されています。ファ
ームは、利用権として10ａ単位で地代と
管理費を地主に払い、作業に来た人に
時給制で労働賃を払うシステムをとって
います。理事は8名ですが、理事に限ら
ず、構成員全員があ・うんの呼吸で、人
のローテーションもうまくいっています。お
互いの状況がよくわかるため、逐一、人
の手配はせずにすむというのです。平
均年齢は62～63歳。定年後、社会の第
一線で活躍してきた人たちが、その経
験を生かして運営し、ビジョンを描いて
います。 

集落住民の人生と生活を支える 
　作付面積は、米30ｈａ、大豆12.2ｈａ、ネ
ギ4ｈａ。実は、ネギ部門は赤字です。 
　「整備が入ったから、米は大型機械が
入り、4～5人で30ｈａをつくれるようになり
ました。大豆もほとんど機械。でもネギは
定植から皮むき、選別、箱詰め……人手
がいる。ネギがなかったら集落の人に賃
金を還元する場がなくなる。仕事がなく
なる。これがあるからみんながここに集ま
ってきて、生き生きしていられる。だから、
雇用部門はなくせないんです。今後は
アスパラなどに挑戦していきます」 
　そう理事たちが言います。集落での法

人化は、高齢化による人手不足解消や
効率化だけでなく、集落住民の生きがい
など個人の人生や生活を支えるという
重要な役割も担っていたのです。 
　田んぼのなかに建つ立花ファームの
事務所は、みんなの新しい心の拠り所
のようでした。集落内の信頼や人間関
係があってこそ成立する営農スタイル。
そしてその一方で、ファームの存在が集
落をより元気にし、みんなの人生や生活
を支えているという構造があり、その構
造が、農を未来へつなぐ大切な仕組み
となっていました。 

 
　山形県河北町は、県内でも果樹栽培
が盛んな村山地方にあります。沢畑地
区は町内でも果樹栽培農家が多く、サ
クランボ、りんご、桃が主につくられてい
ます。沢畑地区の果樹地帯に農道整備
が入ったのは、1991～2003年。それまで
農道は狭く砂利道で、大型車の通行は
むずかしく、軽トラックで気を配りながら
の輸送でした。とくにこれらの果物は振
動によって傷みやすく、荷痛みが避けら
れなかったのです。 
　たとえばりんごは、傷がつくと生食で
は出荷できず、加工用として取引される
ため、価格が大幅に下がってしまいます。
しかしながら整備後は、大切に育てた

果物を輸送の段階で傷つけずにすみ、
精神的にも肉体的にも楽になったとい
います。 
　果物の収穫は短期間での勝負。いま
まで農業機械が大型化する一方、農作
業の合理化や輸送の時間の短縮化は

遅れていました。けれども農道整備によ
ってこれらも解決され、大きな効果を上
げています。一般車の乗り入れも可能に
なり、観光農園などへの取り組みも検討
されはじめ、より付加価値の高い農産物
づくりへ前向きになっています。 

ホタル舞うこだわり農業の地 
　木之本南部地区は、琵琶湖の北部
に広がる平野部に位置しています。ここ
の水田は、条里制によって古くから四
角く整っていたこともあり、ほ場整備事
業の導入は遅く、ホタルが繁殖する川
など豊かな生態系が残っていました。
1995～2003年、ほ場整備で約68ｈａが
整備されましたが、その際、ハンノキを残
したり、ホタル水路も整備するなど、環境
への配慮が重視されました。 
　一方、整備にあわせ2集落（木之本
町千田、田部）で、集落営農組合が立
ち上がり、１集落１農場方式がはじまりま
した。2000年には千田生産組合が、集
落85戸で特定農業法人「夢ファームせ
んだ」を発足させ、新たな試みが進んで
います。 
　ここでは環境に配慮したこだわりの農
業を実施し、5年前からは湛水直播きに
よる稲作が行われています。これによっ
て代掻きや苗作りなどの作業が簡略化
されたほか、土を均平にすることで草も

生えにくく、除草剤も軽減でき、また減肥
料も可能になっています。こうした農法
が評価され、滋賀県が推進する「環境こ
だわり農産物」の認証を受けています。 

砂利道が整備され、果物の傷が減った 

農道が砂利のため、輸送
時に荷痛みしていた 

沢畑地区のりんご 以前の砂利道 

水田のあぜにはグランドカバーでマツバギグが植栽された 

事業終了後、ホタル水路でホタルが乱舞 

保存したハンノキ 

整備されたホタル水路 

整備によって、さまざまな作物づくりにチャレンジできるようになって、みんな元気になった 

作業場。12～13人が皮むき、箱詰めなどを行う 

ファームで働く女性たち。みんな明るい 田んぼのなかに建つ事務所にて。顔ぶれはファームの理事、
事務スタッフ、市の指導員。長崎理事長は右下 

収穫前の大豆畑。大豆もファームができてつくりはじめた 
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※特定農業法人：担い手不足が見込まれる地域において、将来、該当する地域の農地利用の 
　半分以上を担う法人として、地域の合意のもと、市町村の認定を受けた農業生産法人のこと。 
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